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        No. 2582
2022 年 4 月 18 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

が
多
く
の
市
民
が
殺
害
さ

れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ

た
ブ
チ
ャ
な
ど
に
入
っ

た
」「
13
日
、国
際
刑
事
裁

判
所
の
カ
ー
ン
主
任
検
察

官
が
ブ
チ
ャ
を
訪
れ
、
集

団
墓
地
な
ど
を
視
察
し

た
」「
15
日
未
明
、キ
ー
ウ

か
ら
地
上
軍
を
撤
退
さ
せ

た
ロ
シ
ア
軍
が
、
再
び

キ
ー
ウ
周
辺
を
巡
航
ミ
サ

イ
ル
で
攻
撃
し
た
」「
い
つ

ま
で
ひ
ど
い
こ
と
が
続
く

の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
日
、国
内
の
感
染
者
が

累
計
７
０
０
万
人
を
超
え

た
」「
１
カ
月
足
ら
ず
で

１
０
０
万
人
増
え
た
」「
13

日
、
世
界
で
は
５
億
人
を

超
え
た
」「
11
日
、オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
う
ち
、
感
染
力

が
高
い
と
さ
れ
る
Ｘ
Ｅ
ウ

イ
ル
ス
が
国
内
で
初
め
て

確
認
さ
れ
た
」「
13
日
、厚

労
省
の
専
門
家
組
織
が
東

日
本
や
九
州
の
９
県
で
感

染
者
が
第
６
波
を
超
え
、

３
大
都
市
圏
以
外
で
の
急

増
が
目
立
つ
と
分
析
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
県
沖
の
地
震
で
脱

線
し
た
東
北
新
幹
線
が
全

線
で
運
転
再
開
（
14
日
）。

「
一
部
区
間
徐
行
の
た
め

当
面
は
臨
時
ダ
イ
ヤ
と
の

こ
と
」「
13
日
午
前
、予
約

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

集
中
し
、
つ
な
が
ら
な
い

状
態
が
続
い
た
」

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
３
作
業
部
会

が
５
日
、
新
し
い
報
告
書

を
公
表
し
ま
し
た
。
地
球

の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業

革
命
前
か
ら
１
・
５
度
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
が
遅
く

と
も
２
０
２
５
年
ま
で
に

ピ
ー
ク
に
達
し
、
減
少
に

25
年
ま
で
に
は
排
出
量
ピ
ー
ク
に

「
１
・
５
度
以
内
」
へ
取
り
組
み
直
ち
に

　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書

転
じ
る
必
要
が
あ
る
と
し

ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

の
合
計
で
は
、
21
世
紀
中

に
１
・
５
度
を
超
え
る
可

能
性
が
高
い
、
削
減
政
策

を
強
め
な
け
れ
ば
、
今
世

紀
末
ま
で
に
３
・
２
度
の

温
暖
化
を
も
た
ら
す
と
警

告
し
て
い
ま
す
。

　

化
石
燃
料
か
ら
太
陽
光

や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
規
模

な
転
換
、
産
業
と
流
通
全

体
の
二
酸
化
炭
素
排
出
の

ゼ
ロ
化
や
植
林
の
推
進
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
な
ど
暮

ら
し
の
変
革
を
今
す
ぐ
に

行
え
ば
１
・
５
度
の
達
成

は
可
能
で
あ
る
と
し
、
各

国
に
早
急
な
対
策
を
迫
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
、
石
炭
火

力
発
電
に
固
執
す
る
姿
勢

を
直
ち
に
改
め
、
削
減
目

標
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

べ
き
で
す
。

　

報
告
書
は
、
各
国
が
現

在
表
明
し
て
い
る
30
年
の

“解決は戦車でなく対話で”
議論をリードした明確な批判

　　　国連総会特別会合から　

　

国
連
総
会
は
特
別
会
合

を
開
い
て
、
ロ
シ
ア
の
非

難
決
議
（
３
月
２
日
）
と

人
道
支
援
の
重
要
性
を
訴

え
る
決
議
（
同
24
日
）
を

過
去
最
多
の
賛
成
で
採
択

し
ま
し
た
。
そ
の
会
合
で
、

侵
略
の
本
質
を
明
確
に
批

判
し
、
議
論
を
リ
ー
ド
し

た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

コ
ス
タ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
大
き
く
は
な
い
諸

国
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
連

大
使
は
、
大
変
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
語
り
ま
し
た
。

「
明
ら
か
な
安
全
保
障
上

の
懸
念
が
あ
る
な
ら
、
戦

車
で
は
な
く
、
対
話
で
解

決
す
べ
き
で
あ
る
」「
他
人

の
欠
点
を
指
摘
し
て
自
分

の
言
い
訳
に
し
よ
う
と
す

る
、
他
の
国
も
侵
略
を
し

た
、
と
。
し
か
し
今
、
同

じ
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。
私
た
ち
が
協

力
し
合
い
、
共
通
の
原
則

―
法
の
支
配
と
国
連
憲
章

―
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
、

新
し
い
時
代
を
始
め
よ

う
」

　

侵
略
者
に
責
任
を
と
ら

せ
、
国
連
憲
章
に
も
と
づ

く
平
和
の
国
際
秩
序
を
回

復
す
る
方
向
に
国
際
世
論

は
大
き
く
向
い
て
い
ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

訓
練
中
の
ロ
シ
ア
の
太
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

平
洋
艦
隊
が
日
本
海
で
潜

水
艦
か
ら
巡
航
ミ
サ
イ
ル

を
発
射
（
14
日
）。「
演
習

に
は
15
隻
以
上
の
艦
船
や

航
空
機
も
参
加
し
た
と
い

う
」「
狙
い
は
日
本
の
経
済

制
裁
へ
の
け
ん
制
に
も
あ

る
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
ロ
ッ
テ
の

佐
々
木
朗
希
投
手
が
完
全

試
合
を
達
成（
10
日
）。「
オ

リ
ッ
ク
ス
戦
で
一
人
の
走

者
も
許
さ
ず
に
抑
え
き
っ

た
」「
13
者
連
続
を
含
む
19

奪
三
振
も
す
ご
い
記
録

だ
」「
ま
だ
20
歳
、ど
こ
ま

で
進
化
す
る
か
楽
し
み

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
10
日
、東
京
都
心
で
最

高
気
温
26
・
８
℃
、
今
年

初
の
夏
日
に
な
っ
た
」

「
ニ
ュ
ー
ス
で
春
の
熱
中

症
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

た
」「
15
日
は
一
転
し
て
２

月
並
の
寒
い
一
日
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
15
日
、大
型
で
強
い
台

風
１
号
が
小
笠
原
諸
島
を

直
撃
。
最
大
風
速
46
・
５

ｍ
を
記
録
し
た
」

『
漫
画
　
伊
藤
千
代
子

の
青
春
』

　
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
著

新
日
本
出
版
社

本
体
１
３
０
０
円

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
、

諏
訪
で
小
学
生
だ
っ
た
伊

藤
千
代
子
は
、
中
條
百
合

子
の「
貧
し
き
人
々
の
群
」

を
読
ま
せ
る
教
師
の
影
響

も
あ
り
、「
世
界
か
ら
貧
乏

を
な
く
せ
な
い
か
」
と
考

え
だ
し
た
。
成
績
優
秀
で
、

土
屋
文
明
が
校
長
を
し
て

い
る
諏
訪
高
女
に
進
学
。

土
屋
に
励
ま
さ
れ
て
、
東

京
女
子
大
学
英
文
科
に
入

る
。
そ
こ
で
社
会
変
革
の

運
動
に
加
わ
り
、
官
憲
に

逮
捕
さ
れ
、
獄
中
で
死
ん

で
し
ま
う
。

　

時
代
背
景
が
分
か
り
千

代
子
の
一
貫
し
た
情
熱
が

伝
わ
っ
て
く
る
。（
Ｎ
）

経済安保法案

科学技術の軍事研究化推進

　

経
済
安
全
保
障
法
案
が

７
日
、
衆
院
を
通
過
し
ま

し
た
。「
経
済
安
全
保
障
」

と
銘
打
っ
た
も
の
の
、
何

か
ら
何
を
守
る
の
か
は
具

体
的
で
な
く
、
実
際
の
運

用
は
政
府
に
白
紙
委
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

は
っ
き
り
し
た
こ
と
の

一
つ
は
科
学
技
術
の
軍
事

研
究
化
を
推
進
し
、
学
問

の
自
由
な
ど
を
侵
害
す
る

こ
と
で
す
。
政
府
が
「
特

定
重
要
技
術
」
を
指
定
し
、

「
指
定
基
金
」か
ら
資
金
を

提
供
し
て
軍
事
転
用
可
能

な
技
術
を
開
発
し
ま
す
。

開
発
に
か
か
わ
っ
て
機
微

な
情
報
を
扱
う
人
に
は
罰

則
付
き
で
守
秘
義
務
を
課

し
ま
す
。
特
許
出
願
の
非

公
開
制
度
も
導
入
さ
れ
、

　

多
く
の
食
料
品
で
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
気
候

変
動
と
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
、

こ
れ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

が
加
わ
っ
て
、
輸
入
価
格

が
高
騰
し
、
食
料
の
６
割

以
上
を
海
外
依
存
す
る
日

本
は
深
刻
で
す
。

　

食
料
の
安
定
供
給
は
国

食
料
の
「
安
全
保
障
」

輸
入
頼
み
で
危
機
深
刻

自
給
率
引
き
上
げ
を
国
政
の
柱
に

民
の
命
を
支
え
、
国
の
独

立
に
関
わ
る
国
の
基
本
的

責
務（「
食
料
安
全
保
障
」）

で
す
。
食
料
の
安
定
供
給

の
基
本
は
食
料
の
自
給
で

す
。
し
か
し
岸
田
政
権
の

施
政
方
針
に
「
食
料
安
全

保
障
」の
言
葉
は
な
く
、危

機
的
事
態
へ
の
認
識
が
欠

け
て
い
ま
す
。
輸
入
自
由

化
路
線
を
続
け
、
米
価
大

暴
落
は
放
置
、
水
田
活
用

交
付
金
も
大
幅
カ
ッ
ト
し

生
乳
生
産
を
抑
制
。
頑
張

る
農
業
者
た
ち
も
窮
地
に

陥
り
、
日
本
農
業
が
崩
壊

し
か
ね
ま
せ
ん
。
世
界
で

食
料
不
足
や
飢
餓
が
問
題

に
な
る
も
と
で
、
ま
さ
に

「
亡
国
の
政
治
」
で
す
。

　

い
ま
自
給
率
向
上
を
国

政
の
柱
に
据
え
、
国
土
や

資
源
を
フ
ル
活
用
し
た
人

や
環
境
に
優
し
い
持
続
可

能
な
農
業
の
再
生
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒトゲノム完全版作成
解読困難な配列も完了
　米国立ヒトゲノム研究所など
　米科学誌『サイエンス』（１日）

　

米
国
立
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研

究
所
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー

正
確
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

の
が
困
難
で
し
た
。

　

今
回
、
比
較
的
長
い
配

列
を
一
気
に
解
読
で
き
る

最
新
技
術
を
駆
使
し
、

残
っ
て
い
た
部
分
も
解
読

し
ま
し
た
。
セ
ン
ト
ロ
メ

ア
は
細
胞
分
裂
時
の
染
色

体
分
配
、
テ
ロ
メ
ア
は
老

化
や
が
ん
化
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
遺

伝
性
疾
患
な
ど
の
解
明
が

進
む
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

戦争ノー！侵略やめよ！

政
府
が
軍
事
技
術
を
非
公

開
の
秘
密
特
許
に
指
定
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

経
済
や
科
学
技
術
を
軍

事
目
的
で
統
制
す
る
こ
と

は
戦
前
の
日
本
が
た
ど
っ

た
道
で
す
。
繰
り
返
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

広島・原爆ドーム前、10 日

プ
が
人
間
の
全
遺
伝
情
報

（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
）の
完
全
版

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
日
米
欧

な
ど
６
力
国
の
研
究
機
関

が
２
０
０
３
年
に
解
読
完

了
を
宣
言
し
ま
し
た
が
、

技
術
的
に
解
読
困
難
な
部

分
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
染
色
体
の
中
央

部
「
セ
ン
ト
ロ
メ
ア
」
や

末
端
部
「
テ
ロ
メ
ア
」
は

繰
り
返
し
の
配
列
が
多
く
、


